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伊藤伊那男(いとう・いなお) 

 

昭和 24年 7月 7日、長野県駒ヶ根市に生まれる。伊那

北高等学校、慶應義塾大学法学部政治学科を卒業。仕事

は野村證券、オリックス、金融会社経営を経て、神田神

保町に酒亭「銀漢亭」を開業。俳句は昭和 57年、皆川

盤水の「春耕」に入会。平成 23年「銀漢」を創刊主

宰。句集に『銀漢』(第 22回俳人協会新人賞受賞)、『知

命なほ』、評論に『漂泊の俳人 井上井月』、エッセイに

『銀漢亭こぼれ噺――そして京都』がある。日本文藝家

協会会員、俳人協会評議員。 

 

〈句集『然然と』より転載〉〈2018年 7月 7日時点〉 


